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鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第 43巻 第 1号 (1992)   53
10。方法飲・白瑞華『庫方二氏蔵甲骨 卜辞』(「庫」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),1935年。
10.郭若愚『殷契拾綴』 (「擬―」と略称),1953年。
10。注10の島氏前掲書,「第1篤,殷室の祭祀,第3章,外祭J,223～227頁,など参照。
90.郭沫若『殷契粋編』(「粋」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),1937年。
9〕.注10の赤塚氏前掲論文,104頁。白川氏「売族考」『甲骨金文学論叢』九集,1958年,所収,80頁。
9か。諸説については,注10の島氏前掲書,「第1篇,殷室の祭祀,第3章,外祭,第2節,自然神」,221～223頁,
225買など参照。
lZll.商承詐『殷契快存』 (「供」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),1933年。
90.胡氏「 卜辞中所見之殷代農業」『甲骨学商史論叢二集上冊』斉魯大学国学研究所専刊之―,1945年,所収,124
オ。注10の赤塚氏の前掲論文,132～133頁,同氏「甲骨文に見る神々」同氏前掲書所収,208～209頁。(原論
文は『甲骨学』第9号,第10号,1961.64年,所収)
1251。赤塚氏「殷王朝における「河」の祭祀J同氏前掲書所収,70～72頁(原論文は『甲骨学』第 4・ 5合併号,
1956年,所収)など参照。
90.胡氏『甲骨続存』(「存Jと略称),1955年。
90.陳氏前掲書,「第17章,宗教,第6節,山川諸示」,594～596買。
90.陳氏前掲書,「第17章,宗教,第6節,山川諸示」,596買。
90.羅振玉『殷虚書契 (前編)』 (「前」と略称),1912年。
00.陳氏前掲書,「第17章,宗教,第5節,土地諸祗」,584頁,注(10)の島氏前掲書,「第3章,外祭,第2節,
自然神」,230～231頁,など参照。
00.劉鴇『鉄雲蔵亀』(「鉄」と略称),1903年。
9).貝塚茂樹『京都大学人文科学研究所蔵甲骨文字』(「人」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),
1959年。
0,.挑孝遂・肖丁『小屯南地甲骨』(「南地Jと略称),1980年。
tO.注00に同じ。
90。陳氏前掲書,「第17章,宗教,第5節,土地諸祗」,582～584頁。
90。黄溶『鄭中片羽三集』 (「鄭三」と略称。後の本文に,甲骨文引用の書名略称に同じ),1939年。
1371。陳氏前掲書,「第17章,宗教,第5節,土地諸lAJ,583～589頁
1381。注10の島氏前掲書,205買。赤塚氏「殷王朝における上帝祭礼の復原」同氏前掲書所収,552頁(原論文は『二
松学舎大学論文集。昭和四一年』,1963年,所収)。 注10の貝塚氏前掲書,681買。
90。池田氏「卜辞中の上帝祭祀問題―一九八七年九月中国殷商文化国際討論会発表原稿―」,31買。白川氏「第3
章,農事詩の研究」『詩経研究一通論篇―』朋友書店,1981年,317買。
10。注10の前者の胡氏前掲論文,24オ。池田氏「四方百物考J同氏前掲書所収,131頁(原論文は大東文化大学漢
学会誌3号,1935年,所収)。 陳氏前掲書,「第17章,宗教,第4節,帝之一些問題」,578買。注10の島氏前
掲書,「第3章,外祭」,203買。
80。注10の島氏前掲書,「第3章,外祭」,200頁。陳氏前掲書,「第17章,宗教,第4節,帝之一些問題」,579頁。
注10の後者の胡氏前掲論文,107頁。注90の赤塚氏前掲論文,503～504買。注00の池田氏前掲発表原稿,26頁。
1か。甲骨文の五期区分から見ると,その祈年祭の対象神の寡多が知られる。しかし,甲骨文に見えないからと云
つて,直ちに祭祀されていなかったとは云えないであろうし,又,祖先祭において, 卜辞に記されていなく
ても,同時に豊年が祈られていたことも,あり得たのではないかと思える。
10.注(りの拙稿。
80.郭沫若『両周金文詳大系図録・録編』(「両周録」と略称。後の本文に,金文引用の書名略称に同じ),1935年。
楊樹達『積微居金文説』巻2,1952年,58～62頁,陳夢家「西周銅器断代」(三),考古学報1956年第■冊,
大孟鼎の条,白川静『金文通釈』第31輯,1970年,大孟鼎の条,など参照。
80,何昌済1韓閣集古録跛尾』,1916年,宗周鐘の条,子省吾『雙剣諺吉金文選』上一,1933年,宗周鐘銘の条,
郭沫若『両周金文辞大系敬釈』,1935年,宗周鐘の条,自川氏『金文通釈』第18輯,1967年,宗周鐘の条,な
ど参照。
10,大孟鼎銘や『周書』酒詰には,殷の墜命を飲酒の風に帰している。それは,殷王朝における,原初的な宗教
豊田 久 :成周王朝と「上下J考(下)
観に基づく,頻繁な祭礼の饗宴飲酒によるものであったのかもしれない。
80.注80の陳氏前掲論文,史叔隋器の条,白川氏『金文通釈』第2輯,1962年,叔隋器の条。
90.白川氏『金文通釈』第2輯,1962年,叔隋器の条,80頁。注側の赤塚氏前掲論文,57頁。
90。赤塚氏「殷王朝における「土」の祭祀」同氏前掲書所収,197頁(原論文は『高田真治博士古稀紀念論文集』,
1963年,所収),貝塚茂樹「第4節,金文の編年的研究, 2,西周初期金文」『中国古代史学の発展』弘文堂,
1967年,147～148買,参照。
⑪.注(2)の拙稿,415～418買。
6)。注(1)の拙稿
1521.注(2)の拙稿,398～435頁
側.注(2)の拙稿,430～435頁
60。注121の拙稿,421～429買
60。注121の拙稿,440～443頁
側.朱右曾『逸周書集訓校釈』巻四克殷第二十六。
印.注121の拙稿,421～429頁
側.注121の拙稿,417貢
60.池田氏「中国における至上神儀礼の成立―宗教史的考察―」同氏前掲書所収,(原論文は日本中国学会報第16
集,1964年,所収)。
60,陳氏前掲書,「第17章,宗教,第4節,帝之一些問題」,577頁,580買。注10の前者の胡氏前掲論文, 6ウ,
注(5)の同氏前掲論文,47頁,など参照。
60。唐蘭「lilJ尊銘文解釈」文物1976年第1期。
6か。注1591の池田氏前掲論文,459頁。注90の白川氏前掲書,「第8章,雅頌詩篇の展開,二,大雅詩篇の展開J,583
買,など参照。
1631.拙稿「西周王朝と彫弓考― F四方の旬有」者 (工)の性格について一」東方学第80輯,1990年,参照。
(1992年4月20日受理)
